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  2011 年 3 月 11 日に発生した東日本大震災による原発事故は、民衆の原発に対する不信感を大いに募らせた













































互作用に関する実験的研究を東北大学ヘリアック装置 (TU-Heliac) において行う事を目的とする。 
本論文は全 9 章から構成される。以下各章を概説する。 
Chapter 1 序論 
本章では上述の本論文の背景と目的について述べられている。本研究では磁気島とポロイダル流の相互作用に
ついて、以下の事を調査した。 
1. 多点マッハプローブの開発 (本論文Chap. 4) 
2. 磁気島によるポロイダル流への減速効果の調査 (本論文Chap. 5) 
3. 磁気島による過渡的なポロイダル流への影響の調査 (本論文Chap. 6) 
4. 磁気島によるプラズマパラメータへの影響の調査 (本論文Chap. 7) 
5. 磁気島による閉じ込め改善現象の妥当性及び原因の調査 (本論文Chap. 8) 
更に、多変数関数であるプラズマパラメータを効率的にハンドリングするテンソル様の演算規則の考案およびプ
ログラム開発を行った(本論文 Chap. 3)。 













た。特に電子温度の評価は逐次代入を用いてより高い精度で評価した。対象とするプラズマは 18.7 kHz の交流
オーミック加熱により励起したヘリウムプラズマであり、その代表的な電子温度Te密度neはそれぞれTe ~ 10 eV、
およびne ~ 1018  m-3 である。またプラズマへの入力パワー評価のため、電流電圧評価にそれぞれロゴスキーコ
イル及びワンターンコイルを用いた。 








Chapter 4 多点マッハプローブの開発 









































Chapter 8 磁気島による閉じ込め改善現象の妥当性及び原因の調査 
磁気島による閉じ込め改善現象の妥当性及び原因を検討するために、以下の点について評価を行った。 
1. 時間平均ExB 径方向粒子束 












Chapter 9 結論 
本研究では、磁気島とポロイダル流の相互作用に関する種々の調査を行い、各章で述べたような結果が得られ
た。特筆すべきは、磁気島よりプラズマの閉じ込めが改善される条件が存在するという事実であり、その原因が
乱流輸送の低減に起因するものであるという仮説である。Chapter 8 で述べた評価はこの仮説を支持している。 
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